
2024年（令和６年）11月１日　　（2）第270号 あ か し 市 議 会 だ よ り

発　言　者　一　覧
―発言順―　（　）は会派名

千　住　啓　介（自由民主党明石・代表質問）
①令和５年度決算　②丸谷市長が目指す明石市の未来　
③スマートインターチェンジ設置
梅　田　宏　希（公明党）
①令和５年度明石市一般会計決算　②旧明石市立図書館
中　川　夏　望（市民の会）
①令和５年度決算　②子育て支援のさらなる拡充のため
に　③がん検診の拡充　④市民栄誉賞の創設
宮　坂　祐　太（明石かがやきネット）
①令和５年度明石市水道事業会計決算
上　田　雅　彦（明石維新の会）
①令和５年度決算
榎　本　和　夫（自由民主党明石）
①混乱する兵庫県政が明石市政に与える影響　②「明石
型生船」
尾　倉　あき子（公明党）
①子ども・若者育成支援推進法改正に伴うヤングケアラ
ー支援強化への本市の取組　②全国的に拡がる小学校給
食の無償化の実現　③熱中症予防のさらなる取組でやさ
しいまちづくりを
山　中　裕　司（市民の会）
①住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができ
るように　②地域の生活環境問題の解決に向けて　③海
岸と護岸の生態系を守る取組と持続可能な管理
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①西明石地区活性化に向けた取組　②明石川ＰＦＡＳ問
題に関する市民の不安への対応　③こども会議
中　村　茂　雄（明石維新の会）
①公衆無線ＬＡＮ環境整備　②バリアフリーに関する補
助制度
出　雲　有希子（自由民主党明石）
①国民健康保険料の在り方　②大蔵海岸民活施設用地管
理事業　③あかし動物センターの活用
国　出　拓　志（公明党）
①教育行政　②災害用自動販売機
黒　田　智　子（市民の会）
①不登校支援　②学習障害を含む発達障害の早期発見と
支援　③地域共生社会実現に向けて
正　木　克　幸（明石維新の会）
①仮称「明石若者みらいプロジェクト」の創設　②地方
独立行政法人明石市立市民病院の今後と県との連携
井　藤　圭　順（自由民主党明石）
①就学前施設　②小学校に設置されているフリースペース
③「ゼロ・ウェイストあかし」生ごみダイエット作戦
飯　田　伸　子（公明党）
①誰もが安心して賃貸住宅に入居できる支援制度の構築  
②障害者手帳等の申請・更新時に必要な診断書取得費用
の助成
金　尾　良　信（市民の会）
①住み慣れた地域で安心して暮らせる障害者支援　②中尾
親水公園
髙　尾　秀　彰（明石維新の会）
①消防団
三　好　　　宏（自由民主党明石）
①公共施設のネーミングライツ　②明石中央体育会館と
今後のスポーツ環境の整備　③明石市公設地方卸売市場
のこれからの在り方
長　尾　博　子（公明党）
①誰にでもやさしい市役所窓口　②聴覚障害者への支援
の拡充
山　下　　　祥（市民の会）
①大蔵海岸が「世界一の海岸」となるための施策　②誰
もが安心して快適に楽しめる「豊かな海のまちづくり」
③移住者に焦点を当てた施策
辻　本　達　也（日本共産党）
①大型公共事業の分割発注と地元業者の育成　②有機フッ
素化合物による水質汚染　③市民からの陳情・意見等の取
り扱い　④小学校給食の無償化
中　西　礼　皇（対話の会あかし）
①チーム担任制　②歩道橋事故及び大蔵海岸砂浜陥没事故
を後世に伝える取組　③市民まつり、花火大会
家根谷　敦　子（スマイル会）
①豊かな海づくり　②誰一人取り残さないやさしいまちづ
くり

問 　
市
民
と
対
話
を
続
け
る

市
長
な
ら
で
は
の
本
市
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
大
蔵
海
岸
を

柱
と
し
た
活
性
化
の
方
向

性
を
聞
く
。

答 　
本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
市

民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
明

石
市
で
あ
る
。
や
さ
し
い

問 　
旧
明
石
市
立
図
書
館
に

お
け
る
耐
震
補
強
と
解
体

新
設
の
経
費
の
比
較
と
、

利
活
用
に
向
け
た
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
聞
く
。

答 　
市
は
図
書
館
撤
去
と
新

施
設
の
整
備
を
一
体
で
実

施
し
、
県
は
市
と
連
携
を

密
に
し
つ
つ
、
必
要
な
協

力
・
支
援
を
実
施
す
る
と

の
合
意
内
容
に
基
づ
き
、

国
の
補
助
金
等
を
活
用
し

財
政
負
担
の
抑
制
を
図
り

な
が
ら
計
画
策
定
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　

 　
経
費
に
つ
い
て
耐
震
補

強
の
場
合
は
、
約
23
億
円

で
市
の
実
質
負
担
額
は
約

７
億
円
、
解
体
新
設
の
場

合
は
、
約
17
億
円
で
市
の

負
担
額
は
約
５
億
円
に
な

る
見
込
み
と
な
る
。
今
年

10
月
に
利
活
用
計
画
を
公

表
し
、
来
年
度
に
は
設
計

問�　
令
和
５
年
度
決
算
の
義

務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費
・

扶
助
費
・
公
債
費
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
問
う
。

答 　
人
件
費
は
、
５
年
度
以

降
、
定
年
を
60
歳
か
ら
２

年
に
１
歳
ず
つ
引
き
上
げ

る
こ
と
に
伴
い
年
度
ご
と

に
大
幅
な
増
減
は
あ
る
が
、

退
職
手
当
の
負
担
が
無
い

年
度
に
市
債
の
発
行
を
抑

制
す
る
な
ど
後
年
度
の
歳

出
負
担
を
平
準
化
し
た
い
。

　

 　
扶
助
費
は
、
前
年
度
か

ら
約
45
億
円
増
の
約
４
７

５
億
円
で
歳
出
総
額
の
37

％
を
占
め
る
。
今
後
も
私

立
保
育
所
等
の
運
営
経
費

や
障
害
福
祉
事
業
費
な
ど

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
地
方
交
付
税
と

し
て
相
当
分
の
財
源
保
障

が
な
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

　

 　
公
債
費
の
約
１
１
６
億

ま
ち
を
創
る
た
め
に
は
市

民
の
声
を
聴
き
、
情
報
を

共
有
し
、
対
話
を
通
し
て

共
に
考
え
合
う
積
み
重
ね

が
大
切
と
考
え
る
。
来
年

度
に
、
今
後
優
先
的
に
取

り
組
む
施
策
を
示
し
た
ま

ち
づ
く
り
戦
略
で
あ
る
あ

か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
後
期
戦
略

計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
。

そ
の
中
で
市
民
と
の
対
話
、

議
会
と
の
議
論
を
通
じ
て

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示

し
大
蔵
海
岸
に
関
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
も
盛
り
込
む
考
え

で
あ
る
。
明
石
駅
前
か
ら

明
石
港
東
外
港
地
区
、
大

蔵
海
岸
へ
至
る
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
の
回
遊
性
の

向
上
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
大
蔵
海
岸
の
魅
力
を

さ
ら
に
高
め
、
市
内
外
か

ら
何
度
も
訪
れ
て
も
ら
え

る
ビ
ー
チ
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
す
る
こ
と
が
さ
ら
な

る
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

災
害
時
に
活
躍
期
待

 

避
難
所
の
通
信
環
境

�

本
市
の
整
備
状
況
は

令和５年度決算
増加傾向の扶助費・公債費
持続可能な財政運営に努める

旧明石市立図書館
撤去と新施設整備一体で実施
今後のスケジュールは

自
主
財
源
確
保
へ

 

公
共
施
設
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
は

問 　
災
害
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
収

集
や
連
絡
手
段
は
重
要
で

あ
り
、
避
難
所
の
通
信
環

境
を
早
急
に
整
備
す
べ
き

で
あ
る
。
市
の
見
解
は
。

答 　
指
定
避
難
所
で
あ
る
小

中
学
校
体
育
館
は
無
料
Ｗ 

i

－Ｆ
i
が
未
整
備
だ
が

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
30

台
備
え
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
発
生
時
に
通
信
回

線
の
復
旧
が
遅
れ
た
こ
と

を
契
機
に
大
手
携
帯
電
話

会
社
や
国
内
事
業
者
で
構

成
す
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ

ネ
ス
推
進
連
絡
会
に
よ
り

災
害
時
に
無
料
で
Ｗ
i

－

Ｆ
i
を
利
用
で
き
る
フ
ァ

イ
ブ
ゼ
ロ
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

ビ
ス
が
熊
本
地
震
か
ら
実

用
化
さ
れ
て
い
る
。
能
登

半
島
地
震
の
際
に
も
地
震

発
生
日
に
フ
ァ
イ
ブ
ゼ
ロ

ジ
ャ
パ
ン
に
接
続
で
き
、

携
帯
電
話
事
業
者
に
よ
り

各
避
難
所
に
充
電
器
や
Ｗ 

i

－Ｆ
i
機
器
が
貸
し
出

し
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時

の
Ｗ
i

－Ｆ
i
環
境
は
同

連
絡
会
に
よ
り
早
期
の
確

立
が
期
待
で
き
る
が
、
今

後
、他
市
の
事
例
を
調
査・

研
究
し
て
い
く
。

質疑質疑・・一般質問一般質問
　
９
月
17
日
、
18
日
、
19
日
、

の
本
会
議
で
は
、
24
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
令
和
５
年
度

一
般
会
計
決
算
や
水
道
事
業

会
計
決
算
、
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
に
よ
る
水
質
汚
染
な
ど

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
求

め
ま
し
た
。

　
発
言
者
と
質
問
項
目
の
一

覧
は
下
段
に
、
主
な
内
容
は

２
面
か
ら
５
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
本
会

議
の
録
画
映
像
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

建て替えを控える市庁舎

県と連携しながら整備進める

問 　
自
主
財
源
確
保
策
の
一

つ
と
し
て
本
市
の
公
共
施

設
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

制
度
を
導
入
し
な
い
か
。

答 　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、

施
設
の
名
称
に
企
業
名
や

商
品
名
を
付
与
す
る
代
わ

り
に
対
価
を
得
て
、
施
設

運
用
の
財
源
確
保
と
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図

る
制
度
で
あ
る
。
県
立
明

石
公
園
で
も
野
球
場
な
ど

市
内
の
企
業
が
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
を
所
有
し
て
い

る
。
本
市
で
も
同
制
度
を

導
入
す
れ
ば
、
歳
入
増
が

見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
施

設
の
名
称
変
更
に
よ
る
混

乱
や
市
民
感
情
の
悪
化
な

ど
の
懸
念
事
項
が
あ
り
、

現
在
は
導
入
に
至
っ
て
い

な
い
が
、
引
き
続
き
、
市

民
目
線
で
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

　

 　
歳
入
確
保
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
の
広
告
料
収
入

の
拡
大
や
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
寄
付
金
の
さ

ら
な
る
獲
得
な
ど
の
取
り

組
み
を
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン

　
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

�

や
さ
し
い
ま
ち
へ

や
工
事
業
者
を
公
募
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

 　
な
お
、
基
本
設
計
段
階

で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う
な
ど
、
市
民
や
公
園

利
用
者
の
意
見
を
聞
く
と

と
も
に
、
県
と
し
っ
か
り

連
携
し
な
が
ら
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

円
は
６
年
度
当
初
予
算
で

は
償
還
終
了
な
ど
で
約
13

億
円
減
少
す
る
が
、
庁
舎

建
て
替
え
や
新
ご
み
処
理

施
設
整
備
な
ど
、
公
債
費

負
担
は
高
ま
る
見
込
み
の

た
め
、
交
付
税
措
置
率
の

高
い
市
債
を
活
用
し
、
実

質
的
な
負
担
を
抑
制
す
る

ほ
か
、
民
間
提
案
制
度
等

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。


